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No.32No.32No.32No.32    2012.9.24【編集人】 

特定非営利活動法人 海から海へ  

〒182-0024東京都調布市布田1-32-5 

マートルコート調布407 

Tel 042-441-2958 Fax 042-497-4878 

http://umi.or.jp office@umi.or.jp 

 

国内・国外を問わず広く交流を深め、人々がより良く生きることに貢献することを目的として活動しています。 

研究活動、社会教育活動、心理カウンセリングなどの支援活動を行うこと、および、それらの活動を通し、障がいの有無にかかわらず、地域・ 

海から海へは、障がいをもつ人から渡される豊富なものの存在に気づき、人々と共有するため、障がいをもつ人を中心とした、文化芸術活動、 

風に揺れて縞すすき Zebra Grass Swaying in the Wind 910x727 2009 ⓒ Mizuki Tanaka 
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田中瑞木展第 17 回個展 

そのままでいいんだよ 

みーちゃんの展覧会 

2012年10月16日(火)〜11月4日(日) 

Com.Cafe 音倉 

 

 この度、第17回田中瑞木展を開催する運びとなりました。

皆様万障お繰り合わせの上、ぜひおいで下さい。 

開催の経緯 

 海から海へは、2004 年 11 月、庄野真代さんと浜田山—ず

をお招きし、チャリティコンサートを開きました。場所は電

気通信大学講堂。400人を超える聴衆が魅了されたステージ

の記憶が今もよみがえってきます。このイベントは、地元調

布田中和己さん・玲子さんご夫妻とお兄様の浜田山—ずメン

バー田中章さん（ギタリスト）による企画協力があって、実

現いたしました。 

 今春、庄野さんからお誘いがあり、庄野さん代表の NPO

法人「国境なき楽団」が運営する Com.Cafe 音倉で、10 月

16日(火)から11月4日(日)の3週間、田中瑞木の絵が展示

されることになりました。作品は約20点の予定です。 

庄野真代さんのこと 

「飛んでイスタンブール」で知られる

庄野さんは、シンガーソングライター

として 36 年間活動してこられました。

その間、世界一周の旅をきっかけに環

境問題に興味を持たれ、英国留学でボ

ランティア活動をされたあと、早大大

学院で「フィリピンのストリートチル

ドレンの音楽を通したエンパワーメ

ント」という修士論文を書かれました。2006年には、「支え

合う社会を奏でたい」というコンセプトの基、国境なき楽団

を設立されました。 

Com.Cafe音倉とは 

 国境なき楽団は、音楽・アート・体に優しい食を通して、

人々が集い、つながる場として、ComCafe 音倉を運営してい

ます。場所は、京王井の頭線・小田急線 下北沢駅から徒歩

３分の便利なところにあります。この機会にランチで、また

はお茶や夕食を召し上がりながら、田中瑞木の絵をご鑑賞く

ださい。  カフェタイム 12:00〜15:30  

      ライブタイム 18:30〜22:00 月曜定休 

会期中のイベント 

 

前納さんは、お茶の水大学在学中、現代舞踊に出会い、以来

多くの優れたパフォーマンスを発表。他分野のアーティスト

とのコラボレーションも積極的に行っています。田中瑞木の

作品とのコラボレーションをどうぞご覧ください。

 

ゲストに庄野真代さん、山西優二さん(早大教授、専門は、

個人の成長と社会の発展を目指す開発教育)、前納弘武さん

[予定](大妻女子大教授、専門は現代社会におけるメディア

とコミュニケーション)、前納寛乃さん(国分寺で「中学生の

広場」主宰)をお招きし、体に優しい食事をいただきながら、

田中瑞木の絵を核とした楽しいひと時を過ごしていただけ

ましたら幸いです。ぜひご参加いただけますよう。 

イ ベ ン ト 参 加 は 予 約 制 で す 。 お 申 し 込 み は

office@umi.or.jo または 090-8588-2398 にお願いします。

展覧会とイベントの詳細は3〜5ページをご覧下さい。 

 

Com.Cafe音倉では「体にやさしい食」をキーワードに、農

家から分けていただく有機野菜を中心とした手作り料理を

お出ししています。新鮮な健康野菜ひとつひとつの個性を味

わってください。そして音楽にのせて体の隅々まで栄養を届

けてください。お飲み物も、有機ワイン、ビール、サワー、

カクテルなど各種取り揃えました。 

   

今後の庄野さんのスケジュール 

2012.11.30 

東京・下北沢「真代と燗酒でとっぷり！秋のゆうべ」 

2012.10.19 

愛知・春日井市「春日井まつり前夜祭 ポップスに恋して」 

(音倉ホームページ http://www.otokura.jp/) 

10月 19日(金)開演19:30 

前納依里子ダンスパフォーマンス 

いつもの世界が違って見えるはず 

Mizuki Tanaka’s World 

10月 27日(土)開宴19:00 

みーちゃんの展覧会 記念夕食会 
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 日本大学文理学部で開催さ

れた日本描画テスト・描画療

法学会第22回大会（大会委員

長横田正夫日本大学教授）に

田中瑞木の作品が招待展示さ

れました。 

 大会には、北海道から沖縄ま

で、約400人の学会員が参加

され、学者・医者・福祉心理

医療従事者・アーティストな

ど、多くの方が展覧会に足を

運ばれました。 

 

 ご覧になった方は、絵が

もつ根源的な力に深くここ

ろを動かされたご様子。多

くの方が、画家や本法人ス

タッフにお話しされ、感動

の余り涙ぐむ方もいらっし

ゃいました。 

 また、9月9日に開催された大会シンポジウム「描画の源

流に立ち返る」に本法人副理事長阿部愛子が招かれました。

「しょうがいのある人と描画−Ｍさんのケースから」という

タイトルで発表を行い、質疑討論を行いました。発表抄録を

転載します。 

第 16 回 田中瑞木展が終了しました 

2012年9月8日(土)・9日(日) 

日本描画テスト・描画療法学会第22回大会 

（日本大学文理学部）併設展覧会 

しょうがいのあるしょうがいのあるしょうがいのあるしょうがいのある人人人人とととと描画描画描画描画−−−−ＭＭＭＭさんのさんのさんのさんのケースケースケースケースからからからから    

阿部愛子阿部愛子阿部愛子阿部愛子（（（（特定非営利活動法人海特定非営利活動法人海特定非営利活動法人海特定非営利活動法人海からからからから海海海海へへへへ））））    

    

はじめにはじめにはじめにはじめに    

 今日、しょうがいをもちながらアートに関心を示し、作品を

制作している方々の活躍を眼にする機会が増えている。脳器質

しょうがいを負ったＭさんのケースを取り上げ、２８年間の描

画活動と作品から、「描くことの意味、描画の根源的な力」に

ついて考察をしてみる。 

 

1. 生育歴（省略） 

2. 発達と描画 

① なぐり描き――描画行動は４歳の幼稚園でのお絵かきの

時間から始まる。対象弁別はできてない。図１-Ａ 

② 対象描写――小学校時代（８歳）の描画。対象を描写する

ようになる。図１-Ｂ 

③ 描画と遊び――言語学習のため保護者が絵を描く様子を

見て、自発的に絵を描き、遊びへと発展する。 

④ 油絵との出会い――絵画教室に小学校６年生より１８歳

まで通う。作品数は７２点。美術館や個展で公開。 

 

3. 描画からの考察 

(1) 初めての油絵作品――非言語性コミュニケーションとし

ての描画  

(2) 描画の特徴――構図、色、対象の生命感、未熟性と純粋

性、完成度 図１-Ｃ 

(3) 描画とこころ――自我とコミュニケーション（正面性、

ペア、並列描写、対象希求）図１-Ｄ 

(4) 観る者が受け取るもの――こころ（無意識の表出）の部

分を察することの重要性 

(5) 描くこと――表現することの喜び（表現者としての人

間）、こころとカタチ（発達と表現） 

 

引用文献 

 阿部愛子2009みずきのびじゅつかん汐文社 

 田中(阿部)愛子1998絵はコミュニケーション燦葉出版社 
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真剣にぶどう狩りをする画家と古屋さん 

 

 今夏は猛暑。ことのほか暑さがこたえた気がします。画

家も例外ではありませんでした。 

 画家は７月下旬に体調不良となりました。仕事場から連

絡を受け、すぐさま車で駆けつけました。まっすぐ歩けな

い体を支えながら、近所の内科の主治医 菅間裕先生へと急

ぎました。症状から熱中症ではないかと点滴を受けました

が、すぐには回復に向かわず、自宅へと戻りました。足元

がおぼつかないにもかかわらず早く早くとあせるまま、必

死で自室のベッドに倒れこむ姿から、早く家に帰りたかっ

たという思いが伝わってきました。 

 苦しさでさえ、ことばに表現することが難しいのでしょ

うね。眉間に皺を寄せて苦しさや気持ち悪さを表現してい

る姿から、どれほどの気持ちを受け取れたかわかりません。

傍にいても、もどかしさでいっぱいになります。２時間ほ

どして、いつものようになって、おかゆもおいしそうに食

べます。食欲がバロメーターです。笑顔も出てきました。

安心する気持ちにこちらもなっていきます。しばらく仕事

を休み、休養することになりました。 

 休養していても、家の掃除は気になるようです。掃除機

を出し、猫が爪とぎをした後のくずを吸い取っています。

炊飯器の予約ができていないと、ご飯が食べられるかどう

か気になるようです。お米を２カップ研いでくれます。洗

濯物は乾けばきちんと畳み、不足の豆乳などはスーパーへ

買い物にいきます。そうやって元気でいるのが当たり前と

思っていましたけれど、そうじゃないときもあることを知

り、考えます。 

 親が６０歳くらいになると、知的な障害のある子どもは

４０歳前後になって、少しぼーとしてきた親に子どもが合

わせるような感じでよい関係になりますと、以前読んだ本

に書いてありました。そのことを忘れずにいて楽しみにす

る気分でいたのです。しかし、その齢に達し、子どもの健

康に心配が生じる現在、最悪の事態もありうると想像し、

ぎょっとなる自分がいます。生きている時間を意識する夏

の出来事でした。 

 回復後、夏旅に出ました。１泊目は妙高高原。涼やかな

風に吹かれ、温泉で疲れを癒します。雨上がりの妙高山が

間近に見えます。ここではじめて饗されたとうもろこし御

飯は今や我が家の夏の定番メニューのひとつです。お米の

白色にもろこしの黄色が夏の太陽を感じさせます。甘いも

ろこしが、しゃきしゃきとした歯ざわりと共に、夏ならで

はの味を楽しませてくれます。お米に混ぜた少々の塩が隠

し味となります。ぜひ、お試しあれ。 

翌日は、墓参の後、岐阜へ。高山は、２１年前画家が特

別支援学校の３年生の修学旅行で来た場所です。古い町並

みを見ながら、みたらし団子をほおばり、朴葉味噌をお土

産に求め、一路その日の宿を目指すという強行軍でした。

道中、濃い青空に濃い緑色の山々が迫力です。ここはまさ

しく本州の中央の位置。豊かな自然が目に写ります。飛騨

川に沿う道路は清流が着かず離れず見え、ここに生息する

川魚のおいしさを想像させます。周りの土地にはトマトと

飛騨牛の生産地、栗林とそのお菓子など、豊かな人々の営

みがあることを知りました。途中、熊谷守一の美術館があ

りました。ここを出て豊島区に住んだ熊谷の原点を偶然発

見し、来年再訪の予定が決まりました。 

下呂温泉は名古屋の奥座敷だとか。湯質も最高で、トチ

の実を使ったお菓子などおいしいものがたくさんありまし

た。翌日は中津川経由で帰路に着きました。日本で一番熱

いところとニュースで伝えている通り、真夏の日差しに照

らされ気温はどんどん上がります。からっと晴れた空から

容赦ない光のシャワーです。栗ソフトクリームを食べずに

いられません。 

このように、大事にしているものをそれぞれが守り育て

ていると知り、普段目にしない景色を眺め、自然の恵みを

いただいてきました。改めて家族そろって同じ時間に身を

置く大切さを感じます。近場であっても遠くでもそういう

気持ちで新しい体験をすることが家族の世界も豊かにして

くれるように思います。 

８月のある日、ぶどう狩を経験しました。場所は山梨県

笛吹市一宮町の桃とぶどうの生産・流通の専門家古屋章三

さんの畑です。古屋さんとは偶然出会いました。それ以来、

毎年、桃とぶどうを分けていただく関係です。画家は黙っ

ているだけですが、画家の表情から察し、気持ちを汲み取

り、対応する古屋さん。画家に寄り添う姿を感じることが

でき、いつも感心させられます。古屋さんは桃やぶどうと

話し、桃やぶどうの喜びや苦しさもきっと受け止められて

いるのでしょうね。おいしい果実がそれを証明してくれて

います。「本物のおいしさ」は人にも実にもあると教えられ

たと思います。              （阿部愛子） 

 

 

画家の近況 
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 秋風が感じられるこのごろ、美術館では展示替えが行わ

れました。今回は、10 月 16 日～11 月 4 日までの個展開催

の都合で、スケッチ主体の展示になっています。いつもと

違う雰囲気をお楽しみください。皆様のお越しをお待ちし

ています。毎週日曜午後１～5時 開館します。 

展示作品展示作品展示作品展示作品    

スケッチ：八ヶ岳のキャンプファイアーのスケッチ、カラ

ーのささやきのスケッチ、秋のサファリパークのスケッチ、

ブランコのスケッチ 

油絵：ともだち、馬の家族、泰三くんと紘子ちゃん、ノン

ちゃんとブルちゃん、画室のわたし、バーベキュー、もみ

じ山のねこ、おひめさま、私の好きなもの 

色鉛筆：マーマレードを作るよ 

「「「「ノンノンノンノンちゃんとちゃんとちゃんとちゃんとブルブルブルブルちゃんちゃんちゃんちゃん」」」」    

 ノンちゃんは猫。

ブルちゃんは犬。ど

ちらも瑞木の家で

飼っていました。 

 ブルちゃんは西

東京の獣医さんか

らきたボクサー種。

泥棒に入られたと

きに、警察の人が犬をまた飼うようにとの助言があっての

ことでした。人なつっこくて、甘えん坊。首をかしげて見

上げるしぐさでまわりの人を引きつけました。２年後、ガ

ンにかかって死んでしまいました。 

 ノンちゃんは弟が通う英語教室の先生の家で生まれまし

た。先生は大の猫好き。猫好きは猫好きが嗅ぎ分けられる

ようです。ある日、お姉さんに猫をもらってほしいと、画

家の弟が伝言をお願いされました。 

 その後、体に斑点模様があるドットちゃんという名前の

妹猫も家にきましたが、２匹とも死んでしまいました。 

 これは、ピンクレディのＴシャツを着たブルちゃんと茶

色のワンピース姿のノンちゃんが天国で仲良くしていると

知らせてくれる絵です。 

「私は忘れないよ」と瑞木が心をこめて描いた絵です。 

新新新新しいしいしいしい美術館美術館美術館美術館グッズグッズグッズグッズができましたができましたができましたができました    

新しいクリアファイルと絵はがきが出来上がりました。 

ファイルはＡ４サイズで、秋のサファリパークと白い花

瓶のトウガラシの２種類。ねこの原っぱと窓辺のゆりと共

に愛されるグッズになりますように。 

絵はがきは以下の９種類です。チューリップがいいね、

風に揺れて縞ススキ、自転車に乗ったねこ、カラーのささ

やき、クリスマスを待っている、白い花瓶のトウガラシ、

窓辺のゆり、きものを着た由紀ちゃん、泰三くんと紘子ち

ゃん、雨の日のママ。 

 先般、開催された「描画テスト・描画療法学会」で、と

りわけ人気が高かったのは、花火とねこの原っぱという作

品でした。絵はがきもファイルも絵本までも、持参した部

数は完売。多くの方々が花火を長い時間食い入るように鑑

賞され、ねこの原っぱのかわいらしさにひきつけられてい

ました。 

全国から参加された大勢の描画を研究・学んでいる方々

のお手元で、瑞木の作品が何かを伝え何かを語りかけてい

ることと想像いたします。いつか、さまざまな方のさまざ

まな場所で、本物を観ていただく機会が来ることを願って

います！ 

編集後記 

 妻の誕生日にカレーライス、野菜ジュース、メロンのバ

ースデーケーキを作った。氷で冷やしながら 生クリームを

泡立て、スポンジケーキに塗り、メロンを薄く切って並べ、

同じものを２枚作って重ねる。野菜ジュースは、人参とゴ

ーヤとトマト。人参の搾りかすは、カレーにも使う。これ

は一例だが、今年の夏休みは、料理をする機会が増えた。

難しいのは、同時にいくつものことが並行に進むこと。熱

いものは熱く、冷たいものは冷たいまま食卓に並べるとい

うのは至難の業だ。火加減、味付け、タイミング…。しか

し、下手な料理を褒めてくれ、おいしいと言って食べても

らえる人がいるのは嬉しい。お料理好きの学生A君とも話

しが合う。「君が来年卒業研究に着手できたら妻が我が家に

招待すると言ってるよ」と話す。料理の本物のおいしさをA

君に味わってもらうのを楽しみにしている。    (輝) 
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